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２．令和７年度第３回地域公共交通協議会での意見

対応状況頂いたご意見の要旨・修正点項目

• エリア設定については、定義や投資のあり
方について、ご意見も踏まえて庁内協議を
実施中。

• エリアの設定については、鉄道駅・バス停からの距離だ
けでなく、人口密度なども考慮する必要がある。

• BとCの違いがわかりにくいため、表現に工夫が必要とな
る。

• Aのエリアに大々的に投資を行うことに違和感がある。

• いずれの投資についても、コストと利用ニーズのバラン
スを考えることが必要である。

• 「投資」という表現に違和感がある。現状の表現では、
市の意図が正しく伝わらない恐れもある。

• 関与の程度に差は、地域課題の把握や運行計画の検討等
を地域主体で実施している乗合タクシーも共助の取組み
のひとつである。

公助優先エリ
ア

• モビリティハブの役割や機能等のあり方に
ついては、継続して検討を実施。

• ガイドラインへの掲載実施是非については、
モビリティハブの検討状況の進捗と合わせ
て適切な方法を検討する。

• モビリティハブ のあり方をガイドラインに示すことが重
要。

• 市民がルート検討するモビリティハブが意図したものと
異なると、利用されないルートとなる懸念がある。

• モビリティハブには、利用者側だけでなくサービス提供
側が必要とする機能も整備されることが望ましい。

モビリティハ
ブ

• 検討実施の際には、運行事業者と事前に協
議を行う。

• ダイヤ検討の際には、待ち時間確保等の労働条件に配慮
をして欲しい。

検討の方向性

• 接続率は「全運行便に対する接続便の割
合」

• 既存コミュニティバス等について、沿線の
常住人口や昼間人口、高齢者人口等を基に
分析を実施する。

• 「接続率」の定義がされていない。

• 人口は、常住人口だけでなく昼間人口等他の数値につい
ても検討すると良い。

その他
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３．コミュニティバス等の課題 令和７年度第３回地域公共交通協議会資料（抜粋）
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３．コミュニティバス等の課題

ルートの非効率化の主な事例

・拠点施設（目的施設）の少なさ

・区役所目的のルート設定による冗長化

・同じ鉄道路線における複数駅への発着

・交通渋滞や安全運行に影響のあるルート設定（踏切横断や、渋滞交差点の横断）

・コミュニティバス、乗合タクシーのルートの重複

・路線バスとの競合を避けることによる、ルートの冗長化



11

• コンパクト+ネットワークのまちづくりの考えを踏まえ、鉄道圏域及び幹線・準幹線軸の路

線バスが運行している区域以外

• 施設アクセス路線及びその他路線が運行している区域については、路線バスの活用及び競合

が発生しないか判断したうえで、導入の検討を行う。

葉の交通モードの運行形態と運行ルート

• 運行形態は、「路線定期運行」、「区域運行」のいずれかとする。

• 運行ルートの設定に際しては、運行頻度と利用率は、関連性が高いことを考慮し、１時間に

１本程度のダイヤとなるよう、「拠点施設」、「交通結節点」の設定を行う。

葉の交通モードの種類と導入基準

• 交通モードの種類については、コミュニティバス（小型バス）、乗合タクシー（ワゴンタイ

プ）、ＡＩデマンド（ワゴン、セダン等）、ボランティア輸送とする。

• 地区特性（人口分布、人口密度、高齢化率等）を見極めた中で、需要に見合う、交通モード

の導入検討を行う。

数値目標
• 収支率のほか、交通モード毎に、１日当たりの乗車人数、利用者１人当たりの公的負担額の

上限等の、目標値を設定する。

４．再構築ガイドラインの基本的な考え方（案）

葉の交通モードの導入検討地域について



Appendix
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（北区コミュニティバス）

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・宮原駅・土呂駅・日進駅

・東宮原駅・鉄道博物館駅

・ステラタウン・プラザノース

・北部医療センター

 運行頻度

11便/日（１便/60分）

所要時間47分（起終点間）

 複数鉄道路線接続

・川越線・高崎線・宇都宮線

・ニューシャトル

 その他 ・循環線

利用実績（R7年度）

 利用者数

６９．９千人/年

 収支率

４２．７％

 補助金支出額※

１７，９４５千円/年

※車両減価償却除く
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（西区コミュニティバス）

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・西大宮駅・指扇駅・指扇病院

・市民医療センター

・植水公民館・指扇公民館

 運行頻度

10便/日（１便/64～91分）

所要時間48分（起終点間）

 その他

踏切横断

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

４５．６千人/年

 収支率

１９．４％

 補助金支出額※

２９，１８２千円/年
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（桜区コミュニティバス）

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・中浦和駅・西浦和駅

・市民医療センター

・プラザウエスト・埼玉大学

 運行頻度

11便/日（１便/70分）

所要時間52～55分（起終点間）

 その他

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

５５．３千人/年

 収支率

２３．９％

 補助金支出額※

２９，３１１千円/年



16

３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（南区コミュニティバス）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

６３．４千人/年

 収支率

３０．３％

 補助金支出額※

２５，９６０千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・南浦和駅・武蔵浦和駅

・文化センター・サウスピア

 運行頻度

11便/日（１便/60分）

所要時間42分（起終点間）

 その他

路線バスと路線重複
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（見沼区コミュニティバス）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

４６．７千人/年

 収支率

２１．４％

 補助金支出額※

２９，２０９千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・大和田駅・さぎ山記念公園

・見沼自然公園・片柳コミュニ

ティセンター

・七里コミュニティセンター

 運行頻度

12便/日（１便/60～120分）

所要時間42～46分（起終点間）

 その他

踏切横断（２か所）
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（見沼区大砂土東地区 みぬま号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

１６．２千人/年

 収支率

４４．２％

 補助金支出額※

５，４２５千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・東大宮駅・土呂駅

・ハレノテラス・市民の森

・東大宮メディカルセンター

 運行頻度

８便/日（１便/71～96分）

所要時間54分（起終点間）

 その他

東大宮駅から病院移転
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（見沼区片柳西地区 カワセミ号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

７．１千人/年

 収支率

１８．９％

 補助金支出額※

８，１２１千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・大和田駅・土呂駅・市民の森

・東大宮メディカルセンター

・くらかず眼科

・大宮体育館

 運行頻度

６便/日（１便/120分）

所要時間80分（起終点間）

 その他
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（西区指扇地区 あじさい号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

７．２千人/年

 収支率

４２．７％

 補助金支出額※

１０，０６５千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・西大宮駅・指扇駅・清河寺温泉

・西楽園・秋葉の森運動公園

・ヤオコー・マイカイマート

・マルエツ・ライフ

 運行頻度

６便/日（１便/108～233分）

所要時間88～110分（起終点間）

 その他
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（北区吉野町地区 宮原なかよし号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

４．６千人/年

 収支率

１０．９％

 補助金支出額※

９，９８８千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・宮原駅・北部医療センター

・卸売市場・宮原公民館

・ステラタウン・プラザノース

 運行頻度

８便/日（１便/90分）

所要時間88分（起終点間）

 その他
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（桜区大久保・中央区西与野地区 むさし号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

３．４千人/年

 収支率

７．２％

 補助金支出額※

１１，３５４千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・イオン・八王子公園

・西与野コミュニティホール

・市民医療センター

 運行頻度

６便/日（１便/120分）

所要時間100分（起終点間）

 その他
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（岩槻区加倉地区 らくらく号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

３３．２千人/年

 収支率

４２．６％

 補助金支出額※

８，０５１千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・岩槻駅・ヤオコー

・コミュニティセンターいわつき

・高橋医院・丸山記念総合病院

 運行頻度

20便/日

ピーク時 １便/25分

オフピーク時 １便/60分

所要時間20～45分（起終点間）

 その他
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（岩槻区和土地区 レインボー号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

１０．５千人/年

 収支率

２４．９％

 補助金支出額※

８，３４４千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・岩槻駅

・コミュニティセンターいわつき

・南部公民館・槻寿苑

・丸山総合記念病院

・スーパービバホーム

 運行頻度

８便/日（１便/81～104分）

所要時間63～83分（起終点間）

 その他
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３．コミュニティバス等の課題

路線の特性（岩槻区河合地区 おりづる号）

※車両減価償却除く

利用実績（R7年度）

 利用者数

２４．９千人/年

 収支率

６７．７％

 補助金支出額※

３，２６８千円/年

運行ルートのポイント

 目的施設（生活利便施設）

・岩槻駅・蓮田駅

・岩槻高齢者講習センター

・コミュニティセンターいわつき

 運行頻度

10便/日（１便/分47～86分）

所要時間38～64分（起終点間）

 その他

路線バス廃止代替路線


